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１ まえがき  
このたび，筆者は一般社団法人自動車技術会

より技術部門貢献賞を受賞した。自動車技術会

は，1947年（昭和22年）に設立され，本年70
周年を迎えた。現在の会員数は50,000人を超え，

国内でも有数の学術団体である。本賞は，同会

技術会議傘下の部門委員会活動において，貢献

が認められた者に贈られる賞である。筆者が受

賞に至った委員会活動は，アクティブセイフテ

ィ部門委員会におけるものであり，交通事故を

未然に防ぐアクティブセイフティ（予防安全）

に関わる活動を行っている。本報告では，これ

まで携わってきた，自動車の予防安全に関する

研究と学会での活動について紹介する。 
 
２ 研究と学会活動 
筆者は，日本大学に着任する以前の日本自動

車研究所勤務時より，自動車の予防安全に関す

る研究に従事してきた。中でも，学生とともに

取り組んだ事例について紹介すると，自動車

（二輪車・連結車）の運動制御に関する研究
1)~13)や，ドライバの運転支援に関する研究
14)~19)が挙げられる。得られた成果について，

学会発表や論文投稿を行ってきたこともあり，

自動車技術会や日本機械学会などの各種委員

会から委員加入のお誘いをいただくようにな

った。アクティブセイフティ部門委員会はその

うちの一つであり，2014年より同委員会の幹

事を務めている。 
アクティブセイフティ部門委員会は，数ある

部門委員会の中でもアクティブに活動してい

る委員会である。代表的な活動事例としては，

部門委員会としては稀であるが，予防安全に関

する国際会議 FAST-zero （ Future Active 
Safety Technology Towards zero traffic 
accidents）を企画・実施した。これまでに，

国内外で４回開催され，筆者も実行委員として

参加し，学生とともに発表を行ってきた20)~23)。 

これらの活動は基本的にボランティアであ

り，委員長や幹事といった役職に就くと，その

負担は少なくはない。しかし，それ以上に得ら

れるものも多く，研究コミュニティの形成であ

ったり，自身の研究にフィードバックされたり

することもまた事実である。日常の業務負担が

増えると，学会活動は疎かになりがちではある

が，そのような状況においてこそ，より一層学

会活動にも取り組むべきであると考えている。 
 
３ まとめ 
本報告では，筆者がこれまでに携わってきた，

自動車のアクティブセイフティに関する研究

や学会での活動について述べた。本賞を受賞す

るにあたり，研究や学会活動を行う上でご協力

いただいた，機械工学科をはじめとする生産工

学部の教職員の方々と，研究活動をともに行っ

てきた歴代の学生諸君に，記して謝意を表する。

今後も生産工学部の研究のアクティビティが

向上するように，微力ながら貢献できれば幸い

である。 
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